
電電位位をを求求めめるる公公式式 NNoo..11  
  

電荷を置くと、その周りには電界が発生します。 電荷を置くと、その周りには電界が発生します。 

そして、その電界の中では 電荷との距離に応じて電位が存在します。 そして、その電界の中では 電荷との距離に応じて電位が存在します。 

その電位は、次の公式で求めることができます。 その電位は、次の公式で求めることができます。 

  
  公式 

真空中において 真空中において 

電荷 Q から r [m] 離れた地点の 電位 V を求める公式 電荷 Q から r [m] 離れた地点の 電位 V を求める公式 
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この地点における電位

 
Q

V ： 電位  
r [m]

0ε ： 真空の誘電率 

Q [C] ： 電荷 

r [m] ： 電荷からの距離 

 

この、電位 V を求める公式  
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電界の強さ E を求める公式 2
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 と似ているので、一緒に覚えましょう。 
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 の分母にあるのは 
2r  ではなく r  という点に注意して下さい。 

 
 



電位の大きさ 

電位 V を求める公式では r (電荷からの距離)電位 V を求める公式では r (電荷からの距離) が分母にあるため、 r の値が小さいとき、

つまり電荷Qから近いほうが電位は高く、電荷 Q から遠いほうが電位は低くなることが

わかります。 

例えば、プラスの電荷 Q を置き、その近くに点 A、少し離れた地点に点 B を設定する。 

この場合、点 B よりも点 A のほうが電位は高くなります。 

 
A 

Q 

プラス電荷 
B 

プラス電荷 Q を置き、点 A と点 B を設定する 

 電位高い 電位低い 

この 2 点間には電位差がありますが、この電位差のことを電圧とも言います。 

電圧とは、電流を流そうとする力のことで、ここでは電荷を移動させる力のことです。 

 

電位について、もう少し見てみましょう。 

点 A に、Q とは別のプラス電荷を置くと、静電力により点 B へ移動する。 

このときプラス電荷の電位は下がったと言えます。 
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プラス電荷 Q を置き、点 A と点 B を設定する  Q 
 
 

A B

A B

 点 A にプラス電荷を置くと点 B へ移動する 

 
 

プラス電荷は電位の高い点Aから電位の低い点Bへ

移動、プラス電荷の電位は下がったと言える  
 

点 A に置いたプラス電荷は静電力により点 B へ移動する。 

この電荷の移動は「電流」に相当します。 
 
また、次の図のように点 B に置いたプラス電荷を点 A まで移動させたとき、プラス電

荷の 電位は上がった、と言うことができます。 

 
 

BA  
点 B にプラス電荷を置く 

 
 

BA  プラス電荷を点 B から点 A へと移動させたとき、

プラス電荷の電位は上がった(高くなった)と言える
 

プラス電荷どうしは反発力が働くが、 
この力に反して移動させたことになる。 

 

 



等電位線 

電荷が置かれている場合、周囲の電位は電荷からの距離に応じて決まります。 電荷が置かれている場合、周囲の電位は電荷からの距離に応じて決まります。 

電荷の近くは電位が高く、電荷からの距離に応じて電位は低くなっていきます。 電荷の近くは電位が高く、電荷からの距離に応じて電位は低くなっていきます。 

そのときの、電位の等しい点を結んだ線を 等電位線そのときの、電位の等しい点を結んだ線を 等電位線 と言います。 

 

例として、電位 10Vのプラス電荷 を置いたとき、その周りに 2V毎に等電位線を描くと、

次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今度は、電位－10Vのマイナス電荷 を置いたとき、その周りに 2V毎に等電位線を描く

と、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

等電位線は、地図に描かれた「等高線」のようなものと考えてもらえばわかりやすい

です。 

「等高線」は同じ標高を結んだ線、「等電位線」は同じ電位を結んだ線になります。 

「等高線」は山の高さ等を表す場合に使われますが、「等電位線」は電位の高さ (また

は低さ) を表す場合に使われます。 

 
 
(＊1) 

電荷のある空間は上も下も関係ないので、(上からの図) , (横から見たと想定した図) と

表現しているのは、わかりやすくするための便宜的なものです。 
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等電位線を横から見たと想定した図  (＊1)電位 10Vのプラス電荷の周りに描かれた

等電位線 (上からの図) 
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マイナス電荷の等電位線 (上からの図) 等電位線を横から見たと想定した図 
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注 釈 



電位の傾き (電位傾度) 

電位の傾き(電位傾度)が大きい、または電位の傾きが小さい、という表現を使うことが

ありますが、「電位の傾き」について等電位線の観点から見てみましょう。 
 
プラス電荷とマイナス電荷 の距離が離れているときには、両電荷間の電位の変化は緩

やかになるので、電位の傾きは小さいと言えます。 

(線が水平に近いほうが傾きは小さい) 

 
電荷間の電位の変化は緩やか 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

プラス電荷とマイナス電荷 の距離が近いときには、両電荷間の電位の変化は急になる

ので、電位の傾きは大きいと言えます。(線が垂直に近いほうが、傾きは大きい) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭い区間で電位が急激に変化する状態を「電位の傾きは大きい」、 

電位が緩やかに変化する状態を「電位の傾きは小さい」と言います。 

 

プラス電荷とマイナス電荷 の電位差が大きいほど、また、プラス電荷とマイナス電荷の

距離が近いほど電位の傾きは大きくなります。 
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この線を電位の傾きと考えれば
電位の傾きは小さい電位の傾きは小さいと言える  

電荷間の電位の変化は急になる 

この線を電位の傾きと考えれば 
電位の傾きは大きいと言える 電位の傾きは大きい 



電界の強さ と 電位 

静電気において 電界の強さ と 電位 は、少々似たようなものとして扱われます。 静電気において 電界の強さ と 電位 は、少々似たようなものとして扱われます。 

電界の強さ とは、電界中に 1[C] の正電荷をおいた時、これに働く静電力の 大きさ電界の強さ とは、電界中に 1[C] の正電荷をおいた時、これに働く静電力の 大きさ のこ

とですが、この 電界の強さ には 力の 向き  があります。 

これに対して、電位 は 力の 大きさ だけで、向きはありません。(＊2) 

 
 
 

 
ポイント 

電界の強さには、大きさ と 向き がある   電界の強さ・・・ベクトル 

電位には、大きさ はあるが 向き はない   電位・・・スカラ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 注 釈 

 
(＊2) 
電界の強さのように 向き と 大きさ を持つものをベクトルと言い、 
電位のように向きを持たず、大きさだけ のものをスカラと言います。 


